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一　般　演　題

1．DCS・3000による全身骨および大腿骨近位部の骨塩

　　定量

　　　友光　達志　　大塚　信昭　　福永　仁夫

　　　　　　　　　　　　　　　　　（川崎医大・核）

　従来の装置と異なり，多検出器を採用したDEXA装

置ΦCS－3000）を用いて，全身骨および大腿骨近位部の

骨塩定量を行い，QDR－1000によるそれと比較検討し

た．

　対象は，DCS－3000による全身骨および大腿骨近位部

の骨塩定量と，既存のQDR・1000による腰椎および大

腿骨近位部の骨塩定量を同時に施行し得た40例である．

なお，対象の全例から川崎医科大学附属病院受託研究審

査委員会の規定に基づき，治験参加の同意を得ている．

DCS－3000による全身骨とQDR－1000による腰椎の

Bone　Mineral　Density（BMD）値の相関，および両装置

で得られた大腿骨近位部のBMD値の相関性を求め，

DCS－3000による骨塩定量の妥当性を検討した．その結

果，全身骨と腰椎のBMD値の相関はr－0．825で，大

腿骨近位部の3部位（頸部，転子部とWard三角）にお

ける相関はそれぞれr＝0．858，0．969，0．873であり，良

好な正の相関性が示された．このように，DCS－3000は

DEXA装置として十分に臨床使用が可能な装置である

ことが示された．

2．Radioimmunotherapyにおける骨髄抑制軽減の試み

中村　誠治　　木村　良子

藤井　　崇　　津田　孝治

棚田　修二　　飯尾　　篤

赤宗　明久

石丸　良広

濱本　　研

　（愛媛大・放）

　担癌ヌードマウスに1311標識モノクローナル抗体を

500μCi（18．5　MBq）腹腔内投与後，　G－CSF　loo　Pt9／kg／

dayを14日間連日皮下投与し，末梢血の変化を経時的

に測定した．G・CSF投与群では非投与群と比較して，

白血球減少の抑制効果が認められた．1311標識モノクロ

ー ナル抗体投与群では非投与群と比較して，腫瘍成長速

度の抑制効果が認められた．G－CSF投与の有無は，腫

瘍成長速度には影響を及ぼさないものと思われた．

Radioimmunotherapyにおける骨髄抑制軽減にG－CSF

が有用であることが示唆された．

3．肝細胞癌の骨転移：99mTc・HM・PAOによる診断

大塚　信昭　　福永　仁夫

森田　浩一　　永井　清久

柳元　真一　　友光　達志

小野志磨人

三村　浩朗

（川崎医大・核）

　肝細胞癌の骨転移の評価を目的として，臨床的および

組織学的に肝細胞癌の骨転移と診断された6例に骨およ

び99mTc－HM・PAOシンチグラフィの併用を行った．骨

シンチ上，異常集積を示した2例（1例は多発異常集積，

1例は胸椎の小hot　spot例）において99mTc・HM－PAO
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